
本特集は，国際交流活動に携わっている経験豊富な
方々の経験とその経験を通じて得られた見識を集めるこ
とを企画し，以下に述べる八つのテーマの記事から特集
を組んだ．

（１） 海外大学での教授職
小林久志先生（プリンストン大学），石井裕先生（MIT），

須田達也先生（カリフォルニア大学アーバイン校）に，
北米の大学の教授職の経験を，また，高橋謙三先生（福
井大学，電気通信大学），多賀秀徳先生（国立中山大學）
に，アジアの大学の教授職の経験を執筆頂いた．

（２） 国際標準化
安田浩先生（東京電機大学），内藤悠史氏（三菱電機）

に， JPEG・MPEGあるいは ITU での国際標準化の経験
を，また，川村龍太郎氏（NICT， NTT）には業界標準
化団体OSGi での経験を執筆頂いた．

（３） 大学の国際化
角山茂章先生（会津大学）に会津大学における国際化

の取組みを執筆頂いた．

（４） 学術ネットワークの国際連携
小西和憲先生（サイバー大学）及び後藤滋樹先生（早

稲田大学）に， Internet 2 や Asia Pacific Advanced
Network（APAN）等の活動を通じて進められている学
術インターネットの国際連携の経験を執筆頂いた．

（５） 学会における国際交流活動
山中直明先生（慶應義塾大学）に電子情報通信学会

通信ソサイエティ国際交流幹事としての IEEE ComSoc

との交流活動の経験を執筆頂いた．

（６） 海外企業での研究開発のマネジメントと実務
今井和雄氏（ドコモ US研究所）に日本企業の現地法
人での研究開発のマネジメントの経験を，また，大場義
洋氏（米国東芝）に日本企業の現地法人で研究開発の実務
での経験を執筆頂いた．

（７） 海外大学での Ph D 取得，MBA 取得
白井宏先生（中央大学）に Ph D 取得の経験を，国

松大介氏（沖電気工業）にMBA 取得の経験を執筆頂い
た．

（８） 海外大学での客員研究員
岩田淳氏（NEC）に米国大学での客員研究員の経験を，

また，堀貴明氏（NTT）及び村松純氏（NTT）には米
国及び欧州の大学における客員研究員の経験を執筆頂い
た．

本特集は，会誌編集委員会の通信分野の作業部会であ
る WG・ Bのメンバーが中心となって企画したが，分
野としては，通信分野に偏らずに，基礎・境界，エレク
トロニクス，情報・システムを網羅的に扱うように心掛
けた．このため，他の作業部会のメンバーにも協力を頂
いた．特に荒川賢一編集特別幹事，趙晋輝編集特別幹事，
豊泉洋編集委員には執筆者を推薦頂いた．
国際交流を促進させることで，我が国の電子情報通信
が更なる発展を遂げることを期待したい．国際交流を促
進させるためには，国際的に通用する人材が必要である．
本特集号を読んで，読者が国際交流にチャレンジするこ
とを考えるきっかけとなり，あるいは，既に国際交流へ
チャレンジを考えている読者への具体的な助言となれば
幸いである．
最後に，多忙な中記事を執筆頂いた執筆者の皆様，学
会事務局の皆様をはじめ，本企画を進める上で御協力御
支援頂いた方々に，本特集編集チーム一同を代表して心
より御礼申し上げる．
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